
 
１．企業環境の変化 
私たちの生活が豊かになり、商品に対するニー

ズの多様化が進み、商品のライフサイクルが極め

て短くなってきています。また、商圏のグロバル

化による外国製品の流入、デフレによる商品価格

の低下などを引き起こしています。 
このように企業を取り巻く環境が厳しくなって

きており、売れる商品を売れるだけ的確に供給し、

欠品を起こさず不要在庫も発生させない、きめの

細かい流通・物流システムが求められています。 
このためには、サプライチェーン（またはデマ

ンドチェーン）に関わる企業が情報共有をし、綿

密な企業間コラボレーションを実現していくこと

が必要となってきています。 
 
２．従来型ＥＤＩの限界 
企業間の情報共有と企業間コラボレーションの

実現のために、これまでＥＤＩを有効な手段とし

て活用してきました。しかしながら、従来型ＥＤ

Ｉは、企業間コラボレーションの実現のためには

限界がありました。 

解説「わかりやすいＸＭＬ／ＥＤＩ」 

第１回 なぜＸＭＬ／ＥＤＩが必要か 

第一は、従来型ＥＤＩはバッチ型プロセスを主

たる対象としていることです。締切り時刻までの

発注データ、運送依頼データなどをまとめて送る、

月単位または旬単位でまとめて請求データを送る、

といった使い方が中心でした。綿密な企業間コラ

ボレーションが必要となってくると、事象が発生

した時点で迅速な連絡や情報交換が必要ですが、

従来型ＥＤＩでは十分な対応ができませんでした。

このため、これらの業務には電話、ＦＡＸ、Ｅメ

ールなどによって対応をしてきましたが、人手を

介在することから、対応の遅れや間違いを発生さ

せ効率の悪さが顕在化してきました。 
第二は、従来型ＥＤＩは専用線、ＶＡＮ（付加

価値通信網）、ＩＳＤＮなどの従来型通信ネットワ

ークを主として使用しているため、通信コストの

負担が高く、通信速度もインターネットのブロー

ドバンドに比べ遅いことです。 
第三は、国内ＥＤＩ標準と国際ＥＤＩ標準の整

合が取れていないことです。物流分野では、国内

物流にはＪＴＲＮを推奨し、国際物流にはＵＮ／
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ＥＤＩＦＡＣＴを推奨しており、２本立てとなっ

ています。ＪＴＲＮはＣＩＩという日本国内標準

のメッセージフォーマット（構文規則）を採用し

ており、国際標準であるＵＮ／ＥＤＩＦＡＣＴと

の間では変換が必要となります。 
 
３．インターネットＥＤＩの課題 
上記の課題を解決しようと、インターネットを

通信インフラとしたＥＤＩ、すなわち「インター

ネットＥＤＩ」に各企業が個別に取組みはじめま

した。しかし、下記の課題が発生することとなり

ました。 
第一に、インタラクティブ型（対話型）ＥＤＩ

を実現するため、Ｗｅｂサーバを利用し始めたこ

とです。大手企業にＷｅｂサーバを設置し、取引

先はパソコンのブラウザからアクセスして情報交

換を行う仕組みですが、ブラウザの操作画面フォ

ーマットがサーバ設置企業独自となっており、標

準ＥＤＩ導入以前の多端末現象と同様な、多フォ

ーマット現象を引き起こしています。また、ブラ

ウザの操作は人手となるため、Ｗｅｂ－ＥＤＩと

呼んでいますが厳密にはＥＤＩの本来の姿とは言

えません。 
第二に、従来型ＥＤＩのメッセージをそのまま

インターネットで送受信しようとする動きで、通

信手順としてＥメール方式やファイル転送方式を

使用します。このような方法で送受信データをア

プリケーションで自動処理しようとすると、個別

の仕組みを構築する必要があります。 
 
４．ＸＭＬ／ＥＤＩの登場 
上記のような従来型ＥＤＩの限界やインターネ

ットＥＤＩの課題を解決するために登場したのが

ＸＭＬ／ＥＤＩです。ＸＭＬ／ＥＤＩはインター

ネットを利用することを基本としていますので、

広義ではＸＭＬ／ＥＤＩはインターネットＥＤＩ

の一形態といえます。 
また、インターネットとコンピュータを活用し

た新たなビジネス形態を「ｅビジネス」といいま

す。 
ＸＭＬ／ＥＤＩはメッセージをＸＭＬ形式で記

述するのが特徴です。上記のＷｅｂ－ＥＤＩでは

メッセージを通常はＨＴＭＬ形式で記述します。

ＨＴＭＬで記述したメッセージは固定フォーマッ

トとなってしまい、企業ごとに独自メッセージを

設定せざるを得ません。ＸＭＬではデータ項目ご

とにＸＭＬタグという識別子がつきますので、デ

ータ項目はどの位置にあっても識別ができ、メッ

セージの標準化が可能となります。 
ＸＭＬ／ＥＤＩにより、インタラクティブ型Ｅ

ＤＩが可能となり、ブロードバンドのインターネ

ットを使用することによりリアルタイム型ＥＤＩ

を実現できます。また、国内物流、国際物流とも

同一のＥＤＩ環境に統一化することができます。

さらに、Ｗｅｂ－ＥＤＩのような多フォーマット

現象が解消でき、送受信データのアプリケーショ

ン・インタフェースの標準化も可能となります。 

図－２ ＸＭＬ／ＥＤＩの効用 
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５．次世代国際ＥＤＩ標準「ｅｂＸＭＬ」 
ｅビジネスのためのＸＭＬ／ＥＤＩ標準として、

「ｅｂＸＭＬ」という国際標準が制定されていま

す。 
ｅｂＸＭＬの詳しい説明は次回に行うこととし

ます。 
（武山 一史） 
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